
   
 

８４日間の２学期が、いよいよ明日で終わります。保護者の皆様、地域の皆様には、本

校の教育活動に対して、ご理解とご協力をいただいたことに深く感謝申し上げます。 

また、１０月には、本校職員が不慮の事故により亡くなるという出来事が起こりました。

保護者の皆様には、様々な面でご心配をおかけすることになりました。深い悲しみに包ま

れましたが、県や町の教育委員会、外部の専門家と連携しながら、子どもたちのケアに努

めてきました。私たちにとって一番大切なことは、目の前の子どもたちの「心」と「体」

の「安心」「安全」です。改めて、全職員がこのことを最優先にすることを確認して教育活

動を行ってきました。 
 

   

さて、まもなく冬休みに入ります。そして、今年も

あと少しで終わろうとしています。 

 

 １２月に入り、子どもたちに２学期を振り返る機

会を設けてきました。勉強のこと、学校生活のこと、

友達のこと、できるようになったこと、成長したこと、

やり残したこと、もっとがんばりたいこと…。 

この２学期、そしてこの１年で、どの子も間違いな

く成長しました。できるようになったことが、ものす

ごく増えました。「自分はこんなに成長した！」「こん

なことができるようになってすごい！」と、子ども一

人一人に実感してほしいと思っています。 

 

そのためには、大人である私たちが、しっかりと子

ども一人一人の姿を見届け、真剣に話を聞き（聴き）、

適切に認めていくことが大切です。さらには、子ども

同士がお互いのよさ・ありのままを認め合える関係

を築いていくことも大切です。ですから、このことを

全職員で確認し、子ども同士の関わり・学び合いを重

視した教育活動を大切にしてきました。 

 

 まもなく始まる冬休み。ぜひご家庭でも、お子さん

の話に耳を傾け（肯定的に聴いて）、がんばりや成長

を認めてあげてください。 
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 残暑厳しい８月下旬からスタートした２学期。最 

も長い２学期に、子どもたちは、いろいろな場面で 

大きく成長しました。 
 

学習発表会 学習の成果を工夫を凝らして表現 
 

●１年生 「おむすびころりん」 劇 

●２年生 「スイミー」 音楽劇 

●３年生 「金山町のじまんをしょうかいしよう」 

●４年生 「金山杉の魅力を再発見」 

●５年生 「県内販売を目指したピーナッツ商品づくりにチャレンジ」  

～ピーナッツ商品共同開発プロジェクト～ 

●６年生 「金山町活性化プロジェクト」 
 

総合的な学習の時間、国語、音楽、体育等、いろい

ろな学習で知ったこと、わかったこと、できるように

なったことを発表しました。地域の方や自然、文化等

とのかかわりやふれあい、仲間と協力して学習した

ことが、よくわかる内容でした。 

また、大勢の観客の前で表現することができたこ

とも、大変すばらしく価値のあることだと思います。

金山町のよさを再発見することもできました。 

 

「探究的に学ぶ子どもの育成」 教員の校内研究・研修 
 

私たち金山小では、「探究的に学ぶ子どもの育成」という研究主題のもとで、全職員で

校内研究というものを行っています。毎日の授業で、人やものとの関わりを通して課題を

見出したり、自分の考えを広げたり深めたりしなが

ら、学ぶ喜びを味わえるような子どもを育てること

を目的にして、研究を重ねています。 

子どもの学びの姿を私たちは真摯に受け止め、子

ども一人一人に確かな学力が身につくよう、２学期

は数多くの研修を行いました。職員同士がお互いの

授業を参観し、授業づくりについて研修する「授業

研究会」も行っています。県や町の教育委員会、金

山中学校の職員、山形大学の先生等から指導・助言

をいただきながら、教員としての資質向上に努めています。学校生活の中で、子どもが一

番長い時間過ごしている（取り組んでいる）のは、授業（学習）です。より質の高い授業

をめざし、校内研究を核に据えた教育活動を、これからも重視して行っています。 


